
問
１※

雑
が
み
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、
一

部
の
自
治
会
で
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
雑
が
み
回
収
の
看
板
を
設
置
し
、
回
収

し
た
雑
が
み
の
重
さ
を
計
測
・
数
値
化
し

て
住
民
に
報
告
す
る
取
組
の
ほ
か
、
広
報

紙
に
雑
が
み
の
特
集
記
事
を
掲
載
す
る
な

ど
、
地
域
で
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
が
、

本
市
の
雑
が
み
リ
サ
イ
ク
ル
普
及
に
向
け

た
取
組
は
。

答
生
活
環
境
部
長
／
雑
が
み
を
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
大
切
な
資
源
と
位
置
づ
け
、

令
和
四
年
三
月
に
市
内
に
配
付
し
た
ご
み

の
分
別
・
減
量
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
イ

ラ
ス
ト
を
用
い
て
、
雑
が
み
の
判
別
方
法

問
本
市
職
員
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
に
向
け
た
取
組
は
。

答
企
画
部
長
／
各
部
署
に
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
相
談
員
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
人
事

課
に
窓
口
を
設
置
し
、
職
員
が
相
談
し
や

す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。
ま
た
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
を
設
置
し
、
必

要
に
応
じ
て
事
実
関
係
の
調
査
等
を
行
う

体
制
を
整
備
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
管
理

職
等
を
対
象
と
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

研
修
に
加
え
、
全
職
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
年
一
回
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
早
期
発
見
と
迅
速
な
対

応
を
図
っ
て
い
る
。

問
２※

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
つ
い
て
、
①

市
民
の
認
知
状
況
は
。
②
児
童
生
徒
の
認

知
度
を
高
め
る
た
め
の
取
組
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
①
令
和
元
年
に
全

国
で
実
施
し
た
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
本

条
約
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
大
人
が
四
割

で
あ
り
、
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
の

結
果
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お

い
て
も
、
全
国
と
同
様
と
認
識
し
て
い
る
。

教
育
長
／
②
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
道

徳
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
、

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
授
業
を
実
践
す

る
ほ
か
、
本
条
約
そ
の
も
の
を
取
り
上
げ
、

子
ど
も
自
身
の
生
存
・
発
達
・
保
護
・
参

問
４※

２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
実
現
に
つ
い
て
、
①
市
長
の
決
意
は
。

②
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
に
向
け
た
取
組
と

推
進
条
例
の
制
定
に
対
す
る
認
識
は
。

答
市
長
／
①
脱
炭
素
社
会
の
実
現
は
、

行
政
だ
け
で
は
困
難
で
あ
り
、
市
民
と
強

力
に
連
携
し
、
全
市
一
丸
と
な
っ
て
各
種

施
策
に
臨
ん
で
い
く
。
②
第
二
期
沼
津
市

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
区
域
施
策

編
）の
改
定
を
行
う
中
で
、
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。
条
例
制
定

に
つ
い
て
は
、
事
業
者
等
に
負
担
を
求
め

る
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
幅
広
い
観
点

か
ら
調
査
研
究
し
、
検
討
し
て
い
く
。

や
簡
単
な
出
し
方
を
紹
介
す
る
な
ど
、
市

民
の
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
定
着
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
職
員
に
よ
る
出
前
講
座
や

小
中
学
校
で
の
環
境
教
育
な
ど
、
様
々
な

機
会
を
通
じ
て
雑
が
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
周

知
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

問
本
市
職
員
へ
の
育
児
休
業
取
得
の
対

応
状
況
と３※

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
を
踏

ま
え
た
今
後
の
取
組
は
。

答
企
画
部
長
／
法
改
正
前
か
ら
人
事
課

に
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
改

正
後
は
、
課
長
級
職
員
に
対
し
て
は
、
育

児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
の
推
進
を
、
新
規
採
用
職
員
に
対
し
て

は
、
本
制
度
の
理
解
促
進
を
そ
れ
ぞ
れ
図

っ
て
い
る
。
育
児
休
業
は
家
庭
環
境
等
を

踏
ま
え
、
職
員
の
意
思
で
申
請
を
行
う
も

の
で
は
あ
る
が
、
今
後
は
、
男
性
職
員
も

含
め
た
積
極
的
な
休
業
取
得
に
係
る
意
識

の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

加
な
ど
に
関
わ
る
様
々
な
権
利
の
認
知
度

向
上
に
努
め
て
い
る
。

問
子
ど
も
の
権
利
が
守
ら
れ
、
子
ど
も
が

健
や
か
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
子
ど
も

の
権
利
条
例
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
本
市
の
認
識
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
現
在
、
子
ど
も
の

権
利
を
守
る
た
め
の
理
念
な
ど
を
規
定
す

る
子
ど
も
基
本
法
の
制
定
に
つ
い
て
国
で

審
議
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど

も
の
権
利
条
約
の
市
民
理
解
を
深
め
る
取

組
が
推
進
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
国
の
動
向
や
先
進
事

例
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

問
小
中
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ク
ラ
ス
タ
ー
防
止
対
策

の
現
状
と
課
題
は
。

答
教
育
長
／
文
部
科
学
省
の
定
め
る
衛

生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
感
染
リ

ス
ク
の
高
い
教
科
や
給
食
、
部
活
動
な
ど

で
は
活
動
の
制
限
や
留
意
点
等
を
踏
ま
え

た
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
自

然
教
室
な
ど
の
行
事
は
、
学
校
内
と
異
な

る
環
境
下
で
の
開
放
感
等
に
よ
り
、
感
染

防
止
対
策
が
緩
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
い
ま
一
度
、
感
染
防
止
対
策
の
徹
底

を
呼
び
か
け
、
引
き
続
き
ク
ラ
ス
タ
ー
防

止
対
策
に
努
め
て
い
く
。

尾
藤　
正
弘

渡
部　
一
二
実

霞　
　
惠
介

渡
邉　
博
夫

雑がみリサイクル普及
に向けた取組は

本市におけるパワハラ防止
のための取組は

子どもの権利条例制定
に向けての認識は

2050年ゼロカーボンシティ実現
に向けた市長の決意は

一 般 質 問市政について問う！
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